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基本寸法等

　この章では、建築物の屋外、屋内の各部分で、身体障がい者の利用を配慮した設計を行う際に参考
となる基本動作寸法について紹介する。
　ここでの対象は、車いす使用者、杖使用者とした。この二者は、一般の建築計画で考えている人の
動作寸法では不十分なことと、行動条件が補助具の性能によって大きく左右されるためである。

１　車いす使用者の寸法

１. １　車いすの寸法
⑴　手動車いすの寸法　JIS T9201（車いす）
　車いすの形状・寸法はJIS規格（日本工業規格）により定められている。形式は手動の大型、中型、
小型の３タイプがある。この他に、スポーツ型、和室用や電動車いすなどがある。また、屋外では電
動三輪車の利用も多くなっている。

①　JIS規格（大型）

①　JIS規格（大型）

（単位：㎜）

（単位：㎜）
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⑵　電動車いすの寸法　JIS T9203（車いす）
　電動車いすの寸法はJIS規格により定められている。
　その性能は、登坂力10°（17.6％）以上、段差ののりこえは、4.0㎝以上（屋外用）が可能である。
　一充電連続走行時間は、平坦路４〜５時間位（軽量型）のものが多い。

①　JIS規格（最大値） （単位：㎜）

⑶　手動及び電動車いすの寸法　ISO 7193、7176/5（車いす）
　車いすの形状・寸法ISO（国際標準化機構：International Organization for Standardization）におい
ても基準が定められている。
　車いすの寸法の場合、次の最大値を超えない限り国際基準に適合しているものとみなされる。
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⑷　人間工学的寸法
　車いす使用者の人間工学的寸法は、以下の通りである。

①　人間工学的寸法 （単位：㎝）

②　手の届く範囲 （単位：㎝）
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１. ２　車いす使用者の基本動作寸法
　車いす使用者にとって最小限必要な動作空間は、以下の通りである。

①　手動車いすの最小動作空間 （単位：㎝）

②　電動車いすの最小動作空間 （単位：㎝）
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２　杖使用者の寸法

２. １　杖使用者の基本動作寸法
⑴　人間工学的寸法
　杖使用者の人間工学的寸法は、以下の通りである。
　◦松葉杖使用者の歩行時の幅は、90㎝から120㎝程度。
　◦杖を片手で使用した際の歩行時の幅は、70㎝から90㎝程度。
　◦低いところに手が届かない。（しゃがむことが出来ない）

人間工学的寸法 （単位：㎝）

⑵　計画上必要な動作空間
　杖使用者にとって最小限必要な動作空間は、以下の通りである。

二本杖使用者の階段の昇降 （単位：㎝）
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３　国際シンボルマークの形状

　国際シンボルマークの形状は下図の通りである

　このマークは、障がい者のリハビリテーション事業を実施する世界80数カ国の各国団体及び国際団
体から構成される国際障害者リハビリテーション協会（Rehabilitation International）によって、障が
い者が容易に利用できる建物・施設であることを明確に示すシンボルマークとして、採択決定された
ものである。




